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1「買い物支援ワーキングチーム」の立ち上げ

⚫ 高齢者の生活支援のうち、特に要支援者のニーズが高い買い物支援に特化し、実現可
能な具体的事業展開を話し合うために、ワーキングチームを立ち上げる

⚫ 構成員は、主に食品や日用品の販売・運送を扱う県内の事業者を想定

要支援者に対する買い物支援方法

まずは、次の４つの場面に対し、分科会を設けて課題等を検討していく

※チーム構成として事業者の業種を限定するものではない

①購入後配送 (店舗で購入後の購入品の配送)

②移動販売 （販売車による巡回での販売）

③個別宅への配送 （特定施設への配送を含む）

④店舗への送客

分科会で課題整理・スキーム検討
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2支援方法別の検討内容（想定）

支援方法
要支援者が

抱える問題（例）
検討内容（想定）

①購入後配送 荷物が重く、持てな
い

・5,000円以上購入で配送無料といったサービスはある
・少額購入でも配送できないか

(配送費は、利用者・介護保険料から)

②移動販売 徒歩圏内にない ・市町がニーズのある場所を案内出来ないか
→事業者と市町との情報共有の場が必要。市町と事業者との協
議体を設置できないか
【参考例】川西市買い物支援ネットワーク

・とくし丸様のスキームで、要支援者宅へ出張できないか
（時間が掛かる、購入額が少ない点は、介護保険料で補填できないか）

③個別宅への配送 注文できない ・配送時に、次回の注文を取れないか
（時間が掛かる点は、介護保険料で補填できないか）

④店舗への送客 店舗への移動手段
がない

・交通事業者との連携も含め、できることはないか
例：交通事業者が店舗へ送迎

 費用は、利用者・介護保険料・事業者負担（交通、スーパー）

※検討内容は想定で、自由にご提案ください。
 支援方法についても、例示の４つ以外にも考えられる方法があればご提案ください。

https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/shiseijoho/1007418/gyozaisei/1011093/1018490.html
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3

市内で日常の買い物に困っている地域の情報を共有し、地域に合わせた方法での解決
に向けて話し合い、解決に導くこと目的

川西市買い物支援ネットワーク（参考）
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4今後の進め方

✓ 事業者様で検討の上、「買い物支援ワーキングチーム 及び 分科会」へ登録

✓ 分科会登録事業者様に、分科会ごとに日程調整の上、検討・協議(オンライン)を実施
分科会では、２頁で示したもののほか、事業者様からご提案頂いたものを具体的に検討

✓ 県と事業者様で事業スキーム（方法、費用等）を構築し、県内各市町に提示
実施意向の市町を含めた３者で個別協議し、トライアル試行

・次のサイトより、ご登録ください（2/17〆）

※ 締め切り後、会議日時の調整を、分科会ごとに実施（日程調整は、当該分科会登録者に対してのみ実施）
※ 開催日決定後、ミーティングURLを送付 （URLは、ワーキングチーム全登録者に送付）

買い物支援ワーキングチーム 参加意向および分科会登録フォーム

https://forms.office.com/Pages/ResponsePage.aspx?id=ssKVaxG-YEu2AaXYFuEU958Ied60w9VBuIi7onvgjStURUxXUjhIMkRBSkk0SDlSN1BKQ1JQQkRONS4u
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